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● スナップで見る活動のあれこれ 	  １２

頁
鳥　名：ウグイス
撮影地：須恵町上須惠
須恵町の町鳥ですね。しかし鳴き声は知っ

ていても、なかなか出会う機会が少ない鳥

です。と云うのも、普段はササなどが生え

ているようなヤブに棲んでいて、しかもせ

わしなく動くので姿をはっきり見ることが

できないのが理由だと思います。

写真の鳥は皿山公園沿いの藪でブライン

ドに身を隠し、別の鳥を待っているときに

“チャッ、チャッ”と地鳴きとともに偶然現

れました。ほんの一瞬動きを止めてくれた

ので、運よく撮影できました。

（写真・文：上杉和稔）
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若
杉
ク
ラ
ブ
で
は
、
各
種
研
修
会
の

参
加
や
健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く

り
の
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

コ
ラ
ム
で
は
7
月
17
日
の
郡
シ
連
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
以
降
の
行
事
に
つ

い
て
順
を
追
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

教
養
部
会
長　

森　

悠
子

　

梅
雨
明
け
が
早
く
、
短
か
っ
た
今
、

異
常
気
象
で
猛
暑
続
き
の
中
、
ニ
ュ
ー

ス
で
も
毎
日
の
よ
う
に
「
熱
中
症
に
気

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。」
と
い
う
言
葉

が
で
ま
す
。
で
も
高
齢
者
学
級
当
日
は
、

よ
り
に
よ
っ
て
大
雨
注
意
の
天
気
予
報

と
な
り
、
心
配
し
ま
し
た
が
、
180
名
の

参
加
の
皆
様
で
始
ま
り
ま
し
た
。
し
か

し
講
師
紹
介
で
お
名
前
を
間
違
え
る
失

態
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
平
松
町

長
は
ユ
ー
モ
ア
を
か
も
し
だ
し
て
話
を

さ
れ
た
の
で
す
。

　

演
題
は
、「
町
政
報
告
」。
今
後
の

須
恵
町
の
将
来
像
に
つ
い
て
で
し
た
が
、

町
長
と
し
て
8
年
が
過
ぎ
、
皆
様
は
町

政
に
つ
い
て
は
、
い
つ
も
聞
い
て
お
ら

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
ら
と
、
ご
自
身

の
「
ル
ー
ツ
」
に
つ
い
て
お
話
を
始
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

誕
生
さ
れ
た
の
は
宮
崎
で
す
が
、
数

カ
月
で
親
に
背
負
わ
れ
須
恵
町
に
移
り

住
ん
だ
こ
と
、
旅
石
、
甲
植
木
、
上
須

恵
と
住
民
の
皆
様
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
お
世
話
に
な
っ
た
事
な
ど
を
話
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
方
々
の
お
名

前
を
一
人
・
一
人
挙
げ
て
感
謝
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
小
さ
い
時
は
食
事
を
一
緒

に
食
べ
た
り
、
あ
る
い
は
ご
近
所
の
大

人
の
方
に
声
を
か
け
ら
れ
、「
ど
こ
の

孫
か
い
な
」
と
話
す
き
っ
か
け
を
作
っ

て
も
ら
い
、
顔
・
名
前
を
憶
え
て
も
ら
っ

た
り
な
ど
。

　

そ
う
ゆ
う
多
く
の
人
と
の
繋
が
り
か

ら
、
役
場
の
職
員
に
な
っ
た
事
。
本
当

に
懐
か
し
そ
う
に
話
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
人
は
自
分
だ
け
で
は
大
き

く
な
ら
な
い
。
人
と
人
の
む
す
び
つ
き

が
人
々
を
育
て
て
い
く
の
だ
と
い
う
こ

と
を
。

　

講
話
が
「
平
松
町
長
の
ル
ー
ツ
」
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
い
つ
の
間
に
か

須
恵
町
の
将
来
像
に
つ
い
て
聞
か
せ
て

い
た
だ
い
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

　

今
年
町
長
は
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
加

入
さ
れ
、
人
と
人
の
絆
を
強
く
さ
れ
て

い
か
れ
る
事
と
思
い
ま
す
。

　

90
分
の
講
話
が
ア
ッ
と
い
う
間
で
し

た
。
楽
し
い
時
間
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

若
杉
ク
ラ
ブ
事
務
局
長

藤　

英
寿

　

7
月
31
日
（
木
）
～
8
月
1
日
（
金
）

に
か
け
て
、
令
和
７
年
度
県
老
連
（
福

岡
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）
の
標
題
の

研
修
会
が
、
県
老
指
定
旅
館
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
県
老
連
関
係
者
を
含
め
47

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

 

研
修
は
、
講
演
、
県
老
連
報
告
、
意

見
交
換
会
、
意
見
交
換
会
報
告
等
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま

す
。
な
お
、
意
見
交
換
会
の
概
要
は
紙

面
の
都
合
の
た
め
割
愛
し
ま
す
。

■
講
演

　

演
題　

「�

豊
か
な
老
後
の
た
め
に
知
っ

て
お
き
た
い
お
金
の
話
」

　

講
師　

�J
-
F
L
E
C

（
金
融
経
済
教
育
推

進
機
構
）認
定
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
ラ
イ
フ

（
次
頁
に
続
く
）

第
二
回
高
齢
者
学
級

若
杉
ク
ラ
ブ
諸
行
事
紹
介

若
杉
ク
ラ
ブ
諸
行
事
紹
介

若
杉
ク
ラ
ブ
諸
行
事
紹
介

ご自身のルーツを話される平松町長

地
区・郡・市
町
村

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

事
務
局
長
研
修
会
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ラ
イ
ン
研
究
所
代
表
理
事　

久
恒　

恵
美
子　

氏

講
演
概
要

▼
人
生
100
年
時
代
を
生
き
る
我
々
に

は
、「
終
活
」
は
と
て
も
大
切
な
活

動
で
あ
る
。

▼
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
認
知
症
発

症
率
が
高
く
な
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、

早
い
段
階
か
ら
終
活
を
考
え
始
め
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

▼
終
活
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
終
活
を
通
じ

て
、
遺
族
の
負
担
を
減
ら
す
と
同
時

に
自
分
ら
し
い
人
生
を
イ
キ
イ
キ
と

過
ご
し
、
最
後
を
迎
え
ら
れ
る
。

▼
終
活
の
ポ
イ
ン
ト
は
大
き
く
次
の
3

つ
に
分
類
さ
れ
る
。

　

①
死
後
手
続
に
関
す
る
こ
と
②
認
知

症
発
症
や
要
介
護
期
間
の
生
活
の
こ

と
③
の
こ
す
資
産

■
県
老
連
報
告
「
老
人
ク
ラ
ブ
の
見
え

る
化
に
関
す
る
取
組
」
に
つ
い
て
（
県

老
連
飯
田
事
務
局
長
報
告
）

▼
こ
の
報
告
は
、
令
和
6
年
度
の
厚
労

省
事
業
の
「
老
人
ク
ラ
ブ
の
今
後

　

の
活
動
継
続
・
発
展
に
向
け
て
、
7

名
の
有
識
者
研
究
委
員
会
が
調
査
・

議
論
・
検
討
、
令
和
7
年
3
月
に
公

表
し
た
も
の
で
あ
る
。

▼
老
人
ク
ラ
ブ
の
最
大
の
課
題
で
あ
る

「
会
員
増
強
」
に
関
し
て
は
、
①
老

人
ク
ラ
ブ
の
活
動
内
容
、
活
動
が
地

域
社
会
に
と
っ
て
持
つ
意
義
に
つ

い
て
、
世
の
中
に
情
報
を
発
信
し
、

理
解
促
進
を
図
る
「
活
動
の
見
え
る

化
に
関
す
る
取
組
」
が
重
要
で
あ
る
。

■
参
加
し
て
の
所
感

「
老
人
ク
ラ
ブ
の
見
え
る
化
の
取
組
」

を
聴
講
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
老
人

ク
ラ
ブ
側
も
積
極
的
に
自
治
体
側
に

情
報
を
提
供
し
、
日
頃
か
ら
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
重

要
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
質
問

と
回
答
が
活
発
に
行
わ
れ
、
参
加

者
全
体
の
関
心
や
理
解
度
が
深
ま
っ

た
意
義
の
あ
る
研
修
会
で
し
た
。

城
山
福
寿
会 

健
康
サ
ポ
ー
ト
員

齋
藤　

正
明

　

福
岡
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の

体
力
測
定
指
導
員
養
成
を
目
的
と
し
た

講
習
会
が
遠
賀
町
で
9
月
11
日
開
催
さ

れ
、
各
市
町
村
よ
り
63
名
が
参
加
を
し
、

須
恵
町
か
ら
は
健
康
サ
ポ
ー
ト
員
4
名

が
出
席
致
し
ま
し
た
。

「
体
力
測
定
と
は
」

　

自
分
の
現
状
の
体
力
を
知
り
、
運
動

の
習
慣
を
身
に
つ
け
て
体
力
の
保
持
に

努
め
る
た
め
で
す
。
健
康
診
断
や
疾
病

を
通
し
て
、
自
分
の
健
康
状
態
を
知
っ

て
い
る
人
は
多
い
で
す
が
、
し
か
し
、

筋
力
や
全
身
の
持
久
力
、
バ
ラ
ン
ス
能

力
な
ど
自
分
の
体
力
の
低
下
を
知
る
機

会
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
高
齢
者

に
と
っ
て
必
要
な
体
力
と
は
い
つ
ま
で

も
自
立
し
て
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
の

で
き
る
体
力
で
す
。

　

加
齢
と
と
も
に
少
し
ず
つ
私
達
の
体

力
は
低
下
し
て
い
き
ま
す
が
、
適
度
な

運
動
を
続
け
る
こ
と
で
体
力
を
保
持
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
為
に

は
、
今
の
自
分
の
体
力
を
知
っ
て
自
分

に
適
し
た
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
運
動
を

継
続
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

体
力
測
定
は
6
種
目
の
項
目
が
あ
り

ま
す
。

①①
握
力
（
筋
力
を
測
定
、
握
る
力
だ
け

で
な
く
全
身
の
筋
力
を
予
測
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。）

②②
開
眼
片
足
立
ち
（
バ
ラ
ン
ス
能
力
の

測
定
、
ふ
ら
つ
き
度
、
体
重
を
支
え

え
る
脚
筋
力
が
わ
か
り
ま
す
。）

③③
上
体
起
し
（
腹
筋
、
背
筋
の
持
久
力

を
測
定
。
腹
筋
は
姿
勢
を
保
ち
、
力

強
い
動
き
を
支
え
ま
す
。）

④④
長
座
体
前
屈
（
体
の
柔
軟
性
を
測
定
。

か
ら
だ
が
固
く
な
る
と
ケ
ガ
を
し
や

す
く
な
り
ま
す
。）

⑤⑤
6
分
間
歩
行
（
足
腰
の
強
さ
、
全
身

持
久
力
を
測
定
。）

⑥⑥
10
ｍ
障
害
物
歩
行
（
調
整
力
、
敏
捷

（
次
頁
へ
続
く
）

高
齢
者
向
け
体
力
測
定

講
習
会
に
学
ん
で

久恒恵美子氏の講演スナップ
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性
、
つ
ま
ず
き
や
す
さ
を
知
る
手
が

か
り
に
。）

　

測
定
で
き
る
種
目
が
2
，
3
種
目
し

か
な
く
て
も
続
け
て
測
定
し
て
い
け
ば

自
分
の
体
力
を
知
る
手
が
か
り
に
な
り

ま
す
。
種
目
に
よ
っ
て
は
、
自
宅
で
も

実
施
が
で
き
、
自
身
の
運
動
と
し
て
活

用
が
で
き
ま
す
。

　

体
力
測
定
は
他
人
と
比
較
し
た
り
、

競
争
を
す
る
も
の
で
は
な
く
、
得
点
が

低
く
と
も
次
回
少
し
で
も
高
く
な
っ
て

い
れ
ば
健
康
へ
の
意
識
や
努
力
の
効
果

が
で
て
い
る
の
で
す
。

　

体
力
測
定
は
年
に
1
回
で
す
。
ま
だ

参
加
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
方
も
ぜ
ひ
地

区
の
体
力
測
定
に
足
を
運
び
、
自
分
の

身
体
機
能
を
気
づ
き
、
知
っ
て
、
運
動

に
よ
る
健
康
づ
く
り
の
指
針
の
一
つ
と

し
て
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

若
杉
ク
ラ
ブ
総
務　

長
澤 

忠
賢

　

令
和
7
年
9
月
18
日
（
木
）
か
ら
9

月
23
日
（
火
）
の
会
員
の
集
い
終
了
ま

で
作
品
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

作
品
展
に
は
、
若
杉
ク
ラ
ブ
の
ク
ラ

ブ
活
動
か
ら
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
デ
ジ
タ

ル
ク
ラ
フ
ト
等
の
作
品
、
単
位
ク
ラ
ブ

か
ら
は
、
写
真
、
絵
画
、
ス
ク
ラ
ッ
チ

絵
、
書
道
、
手
芸
品
、
陶
芸
品
、
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
、
手
提
げ
、
小
物
、
つ
ま
み

細
工
、
生
け
花
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し

た
。
日
頃
の
楽
し
み
と
努
力
の
結
晶
で

す
。
展
示
の
模
様
に
つ
い
て
は
、
12
頁

の
「
ス
ナ
ッ
プ
で
見
る
活
動
の
あ
れ
こ

れ
」
で
紹
介
し
ま
す
。

お
礼

　

会
員
の
集
い
、
会
員
作
品
展
の
開
催

に
あ
た
っ
て
は
、
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
須

恵
並
び
に
役
場
福
祉
課
の
ご
協
力
を
頂

き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

教
養
部
会    

中
嶋　

三
記
夫

　

9
月
23
日
（
火
）
10
時
か
ら
、
第
16

回
会
員
の
集
い
が
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約
240
名
の
方
が
来

場
さ
れ
ま
し
た
。
辻
女
性
部
長
の
挨
拶

の
あ
と
幕
が
あ
が
り
、
15
の
演
目
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
歌
が
一
番
多
く
、
9

曲
で
す
。

　

1
曲
目
に
山
口
さ
ん
ご
夫
婦
で
、
旦

那
さ
ん
が
“
北
風
”
を
歌
い
、
奥
さ
ん

が
同
時
に
書
道
を
行
う
と
い
う
演
出
に

は
、
皆
さ
ん
大
拍
手
で
し
た
。

　

こ
の
あ
と
藤
会
長
の
挨
拶
が
入
り
、

「
若
杉
ク
ラ
ブ
プ
ラ
チ
ナ
ゼ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
」
を
大
い
に
楽
し
み

ま
し
ょ
う
と
、
激
励
を
頂
き
ま
し
た
。

　

2
番
目
の
蔵
座
さ
ん
の
「
望
郷
列
車
」

の
あ
と
突
然
、
平
松
町
長
が
登
場
し
、

「
望
郷
旅
が
ら
す
」
を
歌
い
上
げ
ま
し

た
が
、
こ
う
い
う
サ
プ
ラ
イ
ズ
も
い
い

で
す
ね
。

　

3
番
目
の
正
木
さ
ん
が
、「
北
国
の

（
次
頁
に
続
く
）

令
和
7
年
度
作
品
展

第
二
回
高
齢
者
学
級

月 火 水 木 金 土

● ● ● ● ● ★

● ● ● ●

診療時間

9：00～12：30

14：00～18：00

☎　４１０－２２２０

お問い合わせは診療時間内にお願い致します

★…9：00～13：00まで ※受付終了は30分前です

日曜日・祝日休診日
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春
」、
そ
し
て
4
番
目
の
ス
テ
キ
な
ド

レ
ス
と
キ
ラ
め
く
イ
ヤ
リ
ン
グ
を
し
た

奥
さ
ん
の
セ
イ
子
さ
ん
が
、「
命
く
れ

な
い
」
を
歌
わ
れ
ま
し
た
。
7
番
目
に

は
2
番
目
に
歌
わ
れ
た
蔵
座
さ
ん
の
奥

さ
ん
の
美
千
代
さ
ん
が
「
花
恋
歌
」、

8
番
目
の
柴
田
陽
子
さ
ん
が
、
苦
労
を

か
け
た
お
母
さ
ん
を
思
い
な
が
ら
「
母

情
歌
」
を
熱
唱
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
番
の
「
花
舞
台
」
を
歌
っ
た
渡
辺

一
征
さ
ん
、
11
番
の
「
竹
」
を
歌
っ
た

祝
シ
ゲ
江
さ
ん
は
、
長
年
歌
い
こ
ま
れ

て
き
た
堂
々
と
し
た
歌
い
っ
ぷ
り
で
し

た
。
12
番
目
の
「
五
月
み
ず
か
」
の
芸

名
を
持
つ
出
納
和
美
さ
ん
が
「
あ
ば
れ

太
鼓
無
法
一
代
」
を
歌
わ
れ
ま
し
た
が
、

す
ご
い
声
量
と
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
歌

声
に
は
感
激
し
ま
し
た
。

　

次
に
フ
ラ
ダ
ン
ス
で
す
。
5
番
の
木

島
由
利
子
さ
ん
は
自
分
の
振
付
で
「
愛

の
ま
ま
で
」
を
踊
ら
れ
、
6
番
の
マ
ハ

ロ
フ
ラ
・
カ
ヨ
コ
は
「
花
」
を
優
雅
に

踊
ら
れ
ま
し
た
。
9
番
の
プ
ル
メ
リ
ア

須
恵
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
曲
は
「
秋
桜
」

を
踊
ら
れ
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
今

回
で
全
員
卒
業
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
13

番
に
再
び
、
マ
ハ
ロ
フ
ラ
・
カ
ヨ
コ
が

登
場
。「
真
っ
赤
な
太
陽
」
を
リ
ズ
ミ

カ
ル
に
踊
ら
れ
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

コ
ー
ラ
ス
は
、
14
番
目
が
須
恵
り
ん

ど
う
会
で
16
名
編
成
。
3
曲
歌
わ
れ
ま

し
た
。
小
規
模
な
地
域
の
合
唱
団
で
す

が
、
他
地
区
に
も
広
が
れ
ば
な
、
と
思

い
ま
し
た
。
15
番
は
若
杉
ク
ラ
ブ
童
謡

の
会
。
5
曲
中
2
曲
で
し
っ
か
り
と
二

部
合
唱
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
2
つ
の
合
唱
団
の
指
導
を
さ
れ
た

先
生
方
の
ご
指
導
に
敬
意
を
表
し
ま
す

と
共
に
、
こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

以
上
、
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。

山口 普一、香寿子ご夫妻

正木 茂嗣さん

出納 和美さん

柴田 陽子さん

蔵座 照雄さん

渡辺 一征さん

正木 セイ子さん

飛び入りの平松町長

祝 シゲ江さん

蔵座 美千代さん
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プルメリア須恵のみなさん

若杉クラブ童謡の会のみなさん

マハロフラ・カヨコのみなさん

作品展を見学される会員のみなさん

木島 由利子さん

須恵りんどう会のみなさん

マハロフラ・カヨコのみなさん

「赤とんぼ」を会場の皆さんと歌いました

粕屋郡須恵町大字旅石５８－３
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西
原
若
草
会　
　

白
水　

勝
元

　

当
西
原
若
草
会
は
Ａ
と
Ｂ
に
分
か
れ

て
お
り
、
人
員
は
そ
れ
ぞ
れ
24
名
、
14

名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ａ
と
Ｂ
の
違
い
は
資
源
回
収
を
そ
れ

ぞ
れ
個
別
に
行
な
っ
て
い
る
以
外
は
、

ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

特
長
と
い
え
ば
、
毎
月
「
活
動
予
定
」

を
作
成
し
、
会
員
に
当
月
と
次
月
の
予

定
を
周
知
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
若
草
会
関
連
で
若
杉
ク
ラ
ブ

の
行
事
や
幹
事
会
、
月
例
会
、
会
員
日

帰
り
旅
行
な
ど
で
す
。
小
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
で
は
す
み
れ
会
の
行
事
、
ふ

れ
あ
い
レ
イ
ン
ボ
ー
関
連
の
行
事
を
知

ら
せ
て
い
ま
す
。

　

若
杉
ク
ラ
ブ
役
員
会
前
に
「
暫
定
版
」

を
作
り
、
そ
れ
に
役
員
会
の
内
容
を
加

え
て
、
午
後
2
時
半
か
ら
の
幹
事
会
で

検
討
・
修
正
を
し
て
、
午
後
6
時
ま
で

に
幹
事
宅
に
必
要
枚
数
を
配
布
し
、
以

後
幹
事
さ
ん
に
会
員
へ
配
布
し
て
も
ら

い
ま
す
。　
　
　
　
　

　

月
例
会
は
5
月
、
7
月
、
10
月
に
実

施
。
12
月
忘
年
会
、
1
月
新
年
会
、
11

月
日
帰
り
親
睦
旅
行
。
3
月
総
会
、
新

旧
幹
事
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

役
員
は
会
長
1
、
副
会
長
1
、
女
性

部
長
1
、
幹
事
6
、
会
計
1
、
会
計
監

査
2
で
す
。

　

平
均
年
齢
は
80
歳
を
超
え
、
な
か
な

か
運
動
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
最
高
齢
は
94
歳
、
そ
れ
ぞ
れ
男
女

1
人
ず
つ
、
最
年
少
は
71
歳
で
す
。

　

今
後
の
課
題
は
、
如
何
に
し
て
会
員

の
健
康
寿
命
を
長
く
た
も
つ
か
、
何
か

活
き
活
き
と
若
返
る
よ
う
な
目
標
な
り

を
、
持
つ
よ
う
に
で
き
る
の
か
・
・
・
。

　

・
子
ど
も
食
堂
に
参
加
す
る
。

　

・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
す
る
。

　

・
小
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
積
極
参

加
。

　

・
気
候
が
良
い
季
節
は
歩
こ
う
会
実

施
（
現
在
は
５
月
と
11
月
の
み
）。

　

・
コ
ロ
ナ
前
は
第
三
小
で
盆
踊
り
の

講
師
を
し
て
、
運
動
会
に
参
加
。

　

い
ろ
い
ろ
と
検
討
課
題
は
あ
り
ま
す

が
、
今
後
実
施
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

活
動
状
況
と
会
員
募
集

Ｐ
Ｃ
ク
ラ
ブ　

吉
松　

正
幸

　

現
在
の
受
講
者
は
13
人
。
部
員
は
毎

月
第
2
・
第
4
土
曜
日
の
午
後
2
時
か

ら
4
時
ま
で
地
域
活
性
セ
ン
タ
ー
（
オ

イ
コ
ス
）
に
集
ま
っ
て
Ｐ
Ｃ
画
面
と
に

ら
め
っ
こ
。
毎
回
あ
っ
と
い
う
間
の
2

時
間
で
す
。
脳
を
刺
激
し
老
化
さ
せ
な

い
た
め
に
は
う
っ
て
つ
け
の
ク
ラ
ブ
だ

と
思
い
ま
す
。
講
師
は
「
ル
ミ
ナ
カ
レ
ッ

ジ
」
の
先
生
た
ち
で
す
。
教
室
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
日
程
は
ワ
ー
ド
（
文
章
の
入
力
）

や
エ
ク
セ
ル
（
表
計
算
）
を
基
本
に
し

て
組
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
学
習
は
昨
年
か
ら
も
取
り

組
ん
で
い
る
「
Ａ
Ｉ
」、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
い
（
絵
画
の
制
作
を
す
る
も
の
）

や
ス
マ
ホ
の
基
本
操
作
や
文
字
入
力
の

仕
方
な
ど
を
学
ん
で
い
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｃ
ク
ラ
ブ
は
若
杉
ク
ラ
ブ
会
員
で

あ
れ
ば
だ
れ
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

（
次
頁
に
続
く
）

地
区
ク
ラ
ブ
紹
介

ク
ラ
ブ
活
動
紹
介

介護のことなど　お気軽に相談ください
［特別養護老人ホーム　恵昭園］
［アネックス　恵昭園］

上須惠 112-3　須恵町コミュニティバス「平原池前」下車
☎９３３－１６００

［老人保健施設　若杉の里］
上須惠 112-79  須恵町コミュニティバス「佐谷川原」下車

☎９３３－１６３０
「さりげなく喜び」「さりげなく温もり」「さりげなく幸せ」を

たしかに感じることができる生活を支援します

社会福祉法人　恵徳会
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所
は
以
前
は
畑
が
あ
り
人
通
り
は
少
な

く
て
、
家
庭
菜
園
が
盛
ん
で
し
た
。

　

子
供
達
が
通
っ
て
い
た
小
学
校
は
遠

く
て
第
一
小
学
校
で
し
た
。
学
校
の
帰

り
に
は
田
ん
ぼ
や
小
川
で
遊
び
な
が
ら

ザ
リ
ガ
ニ
や
虫
を
取
り
汚
れ
て
帰
っ
て

き
ま
し
た
。

　

嫁
い
で
来
た
頃
は
地
域
に
な
じ
め
ず

に
い
ま
し
た
が
、
そ
の
頃
の
子
供
達
が

参
加
す
る
子
供
会
は
活
発
で
、
ス
ポ
ー

ツ
大
会
、
夏
祭
り
、
ラ
ジ
オ
体
操
等
。

夏
休
み
は
公
民
館
に
も
集
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
私
も
そ
の
頃
か
ら
母
親
達
と
も

仲
良
く
な
り
、
そ
の
繋
が
り
は
今
で
も

続
い
て
い
ま
す
。
時
に
は
旅
行
や
食
事

に
行
き
賑
や
か
に
お
し
ゃ
べ
り
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

私
は
20
年
程
前
か
ら
朝
の
通
学
路
見

守
り
に
子
供
達
や
通
行
人
に
「
お
は
よ

う
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
声
を
か
け

元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
小
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
皆
と
一

緒
に
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
若
杉

ク
ラ
ブ
の
高
齢
者
学
級
で
、
町
長
の
須

恵
町
に
来
た
由
来
の
話
を
聞
き
な
が
ら

少
し
胸
が
熱
く
な
り
な
が
ら
自
分
の
事

を
思
い
だ
し
て
い
ま
し
た
。

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
興
味
が
あ
る
人

は
ぜ
ひ
入
部
し
て
く
だ
さ
い
。

○
連
絡
先　

吉
松　

正
幸

☎
９
３
２
・
１
７
４
８

須
恵
町
に
来
て
50
年

恵
西
百
寿
会　

永
野　

恭
子

　

須
恵
町
に
25
才
で
来
て
50
年
に
な
り

ま
し
た
。
今
年
金
婚
式
を
迎
え
ま
し
た
。

　

夫
の
両
親
と
同
居
で
、
義
姉
2
人
、

兄
妹
2
人
や
親
類
も
多
く
て
、
台
所
に

立
ち
な
が
ら
涙
を
流
し
た
事
が
何
度
か

あ
り
ま
し
た
。

　

義
両
親
を
見
送
っ
た
時
は
私
は
70
才

で
し
た
。
最
後
の
数
年
は
義
母
が
私
に

手
を
あ
わ
せ
て
い
つ
も
「
あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
い
た
こ
と
が

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

今
は
恵
西
区
で
以
前
は
千
代
住
区

（
光
和
町
、
錦
町
、
羽
衣
町
）
が
一
緒

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
昔
は
炭
坑
時
代

の
六
抗
と
呼
ば
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

今
の
コ
ス
モ
ス
や
Ａ
コ
ー
プ
が
あ
る

　

私
の
息
子
二
人
は
市
内
に
住
み
、
夫

婦
だ
け
の
生
活
に
な
り
、
こ
こ
数
年
い

く
つ
か
の
趣
味
を
楽
し
み
な
が
ら
時
々

は
夫
と
季
節
の
花
を
見
に
道
の
駅
を
周

り
な
が
ら
帰
り
の
時
間
を
気
に
せ
ず
に

出
か
け
ら
れ
る
細
や
か
な
幸
せ
を
感
じ

ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
に
な
り
周
り
の
人
達
の

力
を
借
り
な
が
ら
な
る
べ
く
迷
惑
を
か

け
な
い
様
に
元
気
に
過
ご
し
て
行
け
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

須
恵
町
地
域
活
動
に
参
加
し
て

須
恵
福
寿
会　

平　

潤
子

　

一
昨
年
女
性
部
長
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
私
に
出
来
る
の
か
と
思

い
心
配
し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
あ
た

た
か
い
心
で
助
け
て
い
た
だ
き
今
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
須
恵
町
有
機
農
業
研
究

会
に
参
加
し
て
40
年
位
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
役
場
の
食
会
食
育
の
方
に
参
加

し
て
い
ま
し
た
。　

　

今
は
女
性
部
長
と
し
て
、
新
旧
役
員

（
次
頁
に
続
く
）

会

員

の

ひ

ろ

ば

会

員

の

ひ

ろ

ば

会

員

の

ひ

ろ

ば
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研
修
旅
行
、
第
一
回
高
齢
者
学
級
、
須

恵
町
町
議
会
傍
聴
な
ど
、
楽
し
く
勉
強

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
め
ぐ
り
合
い

一
緒
に
学
ん
で
行
け
る
事
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
組
合
単
位
で
活
動
し
て
い

る
愛
の
一
声
運
動
、
一
円
玉
募
金
な
ど

た
く
さ
ん
の
人
達
の
協
力
を
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
本
当
に
感
謝
で
す
。

　

今
年
の
新
旧
役
員
研
修
旅
行
は
、
湯

布
院
、
別
府
、
杵
築
大
分
キ
テ
ィ
空
港

に
行
き
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
帰
り
は

大
雨
の
為
大
分
高
速
道
路
が
通
行
止
め

で
、
回
り
道
で
国
道
を
通
っ
た
の
で
す
が
、

思
い
が
け
な
く
実
家
の
町
な
み
を
通
り
、

な
つ
か
し
く
感
動
し
ま
し
た
。
雨
の
神

様
に
感
謝
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
第
3
回
高
齢
者
学
級
、

第
16
回
会
員
の
集
い
な
ど
あ
り
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
が
来
て
下
さ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

老
い
を
楽
し
む

　
　

新
原
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

松
尾　

千
代
子

　

私
は
後
期
幸・
齢
者
84
才
一
人
暮
ら
し

に
な
っ
て
約
二
十
年
、
頭
は
年
齢
相
応

に
「
Ｍ
Ｃ
Ｉ
」
？　

人
の
名
前
が
思
い

出
せ
な
い
、
そ
し
て
言
語
も
型
や
風
景

は
頭
の
中
で
は
分
か
っ
て
い
る
の
に
出

て
こ
な
い
、
何
で
も
な
い
時
に
ふ
っ
と

頭
に
浮
ん
で
来
る
、
新
し
い
こ
と
を
覚

え
ら
れ
な
い
で
直
ぐ
忘
れ
る
。

　

身
体
は
80
才
迄
車
に
乗
っ
て
い
た
為
、

足
腰
が
弱
っ
て
い
る
。
人
間
足
腰
が

弱
っ
て
寝
た
き
り
に
な
る
、
こ
の
ま
ま

で
は
い
け
な
い
と
考
え
歩
行
練
習
を
始

め
た
。
今
な
ら
し
っ
か
り
歩
け
る
様
に

な
る
。

　

週
二
、
三
回
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
の
体

操
教
室
に
歩
い
て
行
き
、
行
は
足
腰
が

重
い
が
、
一
時
間
の
体
操
終
了
後
は
足

が
軽
く
感
じ
る
。
効
果
て
き
め
ん
。
体

は
今
の
所
痛
い
部
位
が
あ
っ
て
も
何
と

か
乗
り
切
っ
て
過
ご
し
て
い
る
。
病
院

に
行
く
の
が

“き
ら
い
”
永
く
待
た
さ

れ
、
話
半
分
で
、
で
は
「
お
薬
を
」
診

察
を
し
っ
か
り
し
て
く
れ
る
医
者
は
少

な
い
。
検
診
は
重
い
症
状
が
出
な
い
と

結
果
と
し
て
表
れ
な
い
。
検
査
々
々
で

と
て
も
体
力
、
経
済
的
に
無
理
と
考
え

病
院
受
診
は
し
て
い
な
い
。

　

家
事
全
般
は
ど
う
に
か
な
っ
て
い
る
。

食
事
の
買
物
も
町
の
福
祉
バ
ス
が
あ
っ

て
と
て
も
重
宝
し
て
い
る
。
し
か
し
量

が
減
っ
て
し
ま
っ
て
栄
養
不
足
は
明
ら

か
で
あ
る
補
助
食
品
に
な
り
が
ち
、
好

き
な
も
の
は
肉
、
週
四
～
五
回
は
食
べ

る
。
魚
は
あ
ま
り
好
き
で
は
な
い
、
さ

し
み
位
か
な
？
。
生
野
菜
は
少
量
、
煮

物
は
少
し
と
い
っ
た
所
、
し
か
し
ど
う

に
か
生
か
さ
れ
て
い
る
。

　

趣
味
は
体
操
。
身
体
づ
く
り
、
茶
道

（
表
千
家
）
日
本
文
化
を
少
し
で
も
知

れ
た
ら
と
十
年
位
続
け
て
い
る
。
今
年

四
月
よ
り
先
生
が
変
わ
ら
れ
再
度
基
本

か
ら
学
べ
る
事
で
嬉
し
く
楽
し
ん
で
い

る
。

　

以
前
三
十
年
位
和
舞
踊
を
し
て
い
た

の
で
着
物
類
が
多
く
有
り
、
そ
れ
を
始

末
す
る
目
的
で
布
バ
ッ
ク
作
り
を
し
て

い
る
。
友
人
に
頼
ま
れ
る
と
、
そ
の
方

の
喜
ぶ
顔
が
浮
か
ん
で
楽
し
く
制
作
で

き
る
。

　

家
庭
菜
園
で
季
節
の
野
菜
、
花
を

作
っ
て
、
一
人
で
は
と
て
も
食
べ
き
れ

な
い
の
で
友
人
達
に
お
裾
分
け
、
素
人

の
作
っ
た
野
菜
だ
か
ら
型
も
ば
ら
ば
ら
、

味
は
？
。

（
次
頁
に
続
く
）
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私
の
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
こ
と
。
好
き

な
物
を
主
に
食
し
、
過
去
は
変
え
ら
れ

な
い
が
未
来
は
少
し
は
思
う
よ
う
に
な

る
。
好
き
な
こ
と
を
目
い
っ
ぱ
い
し
、

前
向
き
に
く
よ
く
よ
せ
ず
楽
し
く
過
ご

す
。
ま
だ
ま
だ
人
の
役
に
少
し
は
立
て

る
様
に
笑
っ
て
生
き
て
行
く
。

82
歳
ま
で
の
人
生
を
振
り
返
り

甲
植
木
甲
寿
会　

平
野　

征
彦

　

子
供
時
代
か
ら
、
大
病
の
繰
り
返
し

で
し
た
が
今
ま
で
、
生
き
て
い
る
の
に

び
っ
く
り
で
す
。

　

た
だ
残
念
な
の
は
妻
が
60
歳
で
天
国

に
逃
げ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。

　

私
は
旧
満
洲
国
新
京
で
生
ま
れ
ま
し

た
、
母
は
産
後
の
病
気
で
亡
く
な
り
、

母
の
オ
ッ
パ
イ
は
覚
え
が
あ
り
ま
せ
ん
、

そ
の
後
ソ
連
軍
が
進
軍
し
て
き
て
、
父

親
は
兵
隊
に
と
ら
れ
て
、
13
歳
の
長
女

が
10
歳
の
次
女
と
3
歳
の
三
女
に
私
2

歳
を
連
れ
て
、
福
岡
に
引
上
げ
て
き
ま

し
た
。
す
ご
く
強
い
長
女
で
し
た
。
私

は
長
女
の
姉
に
、
お
ぶ
わ
れ
た
ま
ま
で

帰
っ
て
来
ま
し
た
が
、
栄
養
失
調
で
助

か
ら
な
い
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
、
父
親

の
姉
の
家
と
母
の
実
家
に
、
変
わ
る
変

わ
る
、
預
け
ら
れ
命
を
繋
げ
ら
れ
た
。

　

長
女
と
次
女
は
奉
公
に
出
さ
れ
て
学

校
に
も
行
っ
て
い
ま
せ
ん
、
三
女
は
東

京
の
父
親
の
妹
が
子
供
が
お
ら
ず
養
女

に
な
り
ま
し
た
。

　

父
親
が
シ
ベ
リ
ア
か
ら
帰
っ
て
一
緒

に
生
活
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が

仕
事
で
負
傷
し
て
東
京
の
父
親
の
妹
の

家
に
私
と
一
緒
に
行
き
ま
し
た
。

　

叔
父
さ
ん
が
、
と
て
も
優
し
く
面
倒

み
が
良
く
て
父
親
の
仕
事
も
探
し
て
く

れ
ま
し
た
、
父
親
の
仕
事
で
、
東
村
山

に
移
転
し
ま
し
た
、
そ
こ
で
父
親
は
再

婚
し
て
、
義
理
母
が
出
来
ま
し
た
が
、

私
と
性
格
が
合
わ
ず
、
ト
ラ
ブ
ル
ば
か

り
で
し
た
、
そ
の
後
父
親
の
仕
事
の
都

合
で
神
奈
川
県
の
藤
沢
に
転
居
し
ま
し

た
、
私
は
藤
沢
で
高
校
を
卒
業
し
て
、

東
京
の
電
電
公
社
に
入
社
し
ま
し
た
。

　

父
親
は
退
職
し
て
夫
婦
と
も
福
岡
出

身
で
友
人
の
紹
介
で
須
恵
町
甲
植
木
に

自
宅
を
立
て
ま
し
た
、
し
か
し
二
年
で

脳
溢
血
で
倒
れ
ま
し
た
、
私
は
会
社
の

好
意
で
二
ヶ
月
福
岡
に
出
張
し
て
、
親

孝
行
し
て
こ
い
と
の
事
で
福
岡
に
、
そ

の
時
知
り
合
い
の
方
か
ら
、
も
う
30
歳

に
な
り
よ
う
の
に
独
身
な
の
は
親
不
孝
、

父
親
の
息
が
あ
る
う
ち
に
結
婚
し
て
、

安
心
さ
せ
な
さ
い
と
、
お
見
合
い
を
し

て
急
遽
婚
約
し
ま
し
た
。
そ
の
後
私
は

東
京
に
帰
る
と
き
婚
約
者
を
連
れ
て
行

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
婚
約
者
の

母
親
が
大
反
対
で
一
人
で
帰
り
ま
し
た
。

　

会
社
の
好
意
で
三
年
間
福
岡
に
研
修

転
勤
の
命
令
が
出
て
福
岡
に
来
て
、
結

婚
し
ま
し
た
、
3
年
に
な
り
東
京
に
帰

る
準
備
し
て
い
た
が
、
九
州
通
信
局
か

ら
新
し
い
職
場
「
福
岡
高
速
道
路
通
信
」

が
出
来
る
の
で
技
術
者
が
欲
し
い
と
の

要
求
で
東
京
と
交
渉
で
私
は
、
九
州
に

残
る
事
に
、
そ
し
て
私
は
須
恵
町
甲
植

木
に
居
住
し
ま
し
た
。

　

私
は
趣
味
で
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
を
し

て
い
て
、
小
学
校
が
夏
休
み
に
親
子
で

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ
の
作
成
教
室
を

実
施
し
て
い
る
時
に
社
会
教
育
課
の
方

が
見
学
さ
れ
、
私
に
須
恵
町
で
文
化
協

会
の
設
立
の
準
備
委
員
会
を
し
て
い
る

（
次
頁
に
続
く
）

福岡県粕屋郡宇美町神武原

6丁目2番7号



− １１ −

の
で
準
備
委
員
に
参
加
す
る
よ
う
に
言

わ
れ
参
加
し
ま
し
た
、
三
年
後
に
は
文

化
協
会
の
会
長
に
な
っ
て
六
年
間
勤
め

ま
し
た
。

　

故
吉
松
町
長
か
ら
文
化
会
館
（
現
ア

ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
須
恵
）
建
設
委
員
会
の

委
員
長
を
頼
ま
れ
、
ま
た
、
生
涯
学
習

協
議
会
議
長
な
ど
も
勤
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
転
勤
で
須
恵
町
を
離
れ
ま
し

た
、
あ
ち
ら
、
こ
ち
ら
転
勤
し
て
退
職

後
に
、
ま
た
甲
植
木
に
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
74
歳
で
甲
植
木
の
老
人
会
の
幹
事

に
な
っ
て
く
れ
と
要
請
さ
れ
、
簡
単
に

受
け
ま
し
た
が
、
そ
の
後
が
大
変
で
し

た
。
一
年
後
に
は
甲
植
木
の
老
人
会
の

会
長
に
な
り
、
須
恵
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
広
報
部
長
に
就
任
し
老
俱
た

よ
り
の
発
刊
を
4
年
間
し
ま
し
た
、
甲

植
木
甲
寿
会
会
長
は
5
年
間
で
退
任
し

ま
し
た
、
現
在
は
甲
植
木
甲
寿
会
の
会

員
の
一
員
と
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
色
々
な
役
員

を
や
ら
せ
て
も
ら
い
忙
し
い
事
も
あ
り

ま
し
た
が
勉
強
も
沢
山
し
ま
し
た
、
も

う
先
は
短
い
と
思
い
ま
す
が
、
出
来
る

事
で
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

「
老
俱
た
よ
り
」
は
今
月
号
で
300
号

を
迎
え
ま
し
た
。
昭
和
50
年
に
創
刊
さ

れ
、
一
度
も
絶
や
す
こ
と
な
く
、
年
6

回
の
発
行
を
継
続
し
て
き
た
広
報
誌
で

す
。
こ
れ
ま
で
発
刊
を
担
当
さ
れ
て
き

た
広
報
部
会
の
皆
さ
ん
に
敬
意
を
表
し

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
は
、
令
和
6
年
に
広
報
部
会
長
に
就

任
し
、
5
月
号
（
第
291
号
）
か
ら
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
慣
れ
な
い

こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
何
と
か
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
老
倶
た
よ
り
」
は
、

①　

若
杉
ク
ラ
ブ
の
諸
行
事
の
紹
介
。

②　

ク
ラ
ブ
活
動
の
紹
介
。

③　

各
地
区
の
単
位
ク
ラ
ブ
の
紹
介
。

④　

会
員
の
広
場
（
会
員
の
皆
様
か
ら

投
稿
し
て
い
た
だ
い
た
記
事
）。

⑤　

老
倶
た
よ
り
の
発
行
に
協
賛
い
た

だ
い
て
い
る
医
療
施
設
等
の
紹
介
。

等
を
皆
様
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
部
会
一
同
、
皆
さ
ん
に
読
ん
で

い
た
だ
け
る「
老
倶
た
よ
り
」を
め
ざ
し

て
い
き
ま
す
。こ
れ
に
は
、皆
様
か
ら
の

投
稿
が
重
要
で
す
。
記
事
の
投
稿
に
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

須　

恵　

吉　

松　
　

学　
　

様　

84
歳

令
和
7
年
7
月
8
日 

上
須
恵　

田　

原　
　

修　
　

様　

86
歳

令
和
7
年
8
月
27
日 

旅　

石　

印　

藤　

ハ
ル
エ　

様　

100
歳

令
和
7
年
8
月
27
日 

上
須
恵　

安
河
内　

玲　

子　

様　

93
歳

令
和
7
年
9
月
2
日 

恵　

西　

中　

尾　

良　

子　

様　

80
歳

令
和
7
年
9
月
8
日

編
　
集
　
後
　
記

広
報
紙　

老
倶
た
よ
り　

第
三
百
号

発
行
日　

令
和
七
年
十
一
月
四
日

発
行
所　

須
恵
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　

須
恵
町
上
須
恵
一
一
六
七
―
三

　
　
　
　

須
恵
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　

℡
○
九
二
（
九
三
三
）
二
一
六
○

発
行
人　

藤　
　

英
寿

編　

集　

広
報
部
会　

印
刷
所　

大
道
印
刷

会　

員　

訃　

報
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スナップでみる活動のあれこれ（会員作品展、会員のつどい）

上須恵若水会

旅石豊寿会

山の神新和会

展示場設営

会員の集いアザレアホール入口

上須恵若水会

アザレア会

恵西百寿会

乙植木楽しみ会

上須恵若水会

パソコン教室

昭穂若鶴会

城山福寿会

開演を待つ会員の皆さん


